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当院では、正面玄関や病棟に「ふれあいの

箱」というご意見箱を設置しておりますの

で、当院に対するご意見・ご要望等ござい

ましたらご遠慮なくお聞かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の

一
言 

〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

○
今
月
の
一
言

・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
誠
心
こ
ど
も
園
慰
問

・
・
・
き
ら
め
き
郡
家 

○
胸
水
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理

・
・
・
・
・
・
給
食 

 

専
門
外
来 

消化器内科 前田純 河野寿明 糖尿病外来 鈴木一永 谷口洋 

消化器外科 鈴木康之 隈元謙介 泌尿器科 多田羅潔 

呼吸器外科 吉田千尋 小児科 濱田嘉徳 辻正子 

 

 

朝
晩
は
肌
寒
く
日
中
は
２
５
度
以
上
の
夏

日
が
続
き
、
１
日
の
温
度
差
が
大
き
い
た
め
寒

暖
差
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
し
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
。
鼻
水
や
咳
な
ど
の
症
状
が
続
く 

場
合
は
要
注
意
で
す
。 

 

５
月
８
日
、
き
ら
め
き
郡
家
に
か
わ
い 

い
園
児
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

歌
に
ダ
ン
ス
、
肩
た
た
き
で
利
用
者
様 

に
ス
テ
キ
な
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

園
児

一
人
ひ
と
り
か
ら
入
所
者
様
へ
手
造

り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
い
園

児
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。 

 

 

令和 1 年 6 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 

1 土 前田隆 鈴木康   濱田 前田隆       高橋 

2 日 休 診（日直 高橋） 永島 

3 月 前田純 前田隆 吉田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

4 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野     河野 

5 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸       多田羅 

6 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山 隈元     山田 

7 金 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山       福家 

8 土 前田純 鈴木康   濱田 前田純       桑原 

9 日 休 診（日直 桑原） 永島 

10 月 前田純   吉田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

11 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野     河野 

12 水   多田羅 佐尾山 辻 佐尾山       多田羅 

13 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山       山田 

14 金   多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 小山 

15 土 前田純     濱田 前田純     谷口 桑原 

16 日 休 診（日直 桑原） 永島 

17 月 前田純 前田隆 吉田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

18 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野     河野 

19 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸       多田羅 

20 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山       山田 

21 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 福家 

22 土 前田純 鈴木康   濱田 前田純       穴田 

23 日 休 診（日直 穴田） 呉 

24 月 前田純 前田隆 吉田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

25 火 前田純 河野   辻   河野     河野 

26 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸       多田羅 

27 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山 隈元     山田 

28 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 福家 

29 土 前田隆 鈴木康   濱田 前田隆     谷口 朝雲 

30 日 休 診（日直 朝雲） 朝雲 

 

 

令
和
に
入
り
、
は
や

一
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
川
崎
市
で

は
学
童
に
対
し
て
無
差
別
の
犯
行

が
あ
り
ま
し
た
。
又
、
父
親
が
息
子

を
殺
す
と
い
う
悲
惨
な
出
来
事
な

ど
が
起
こ
り
、
世
の
中
の
殺
伐
と
し

た
光
景
が
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

川
崎
の
事
件
は
、
引
き
こ
も
り
の

人
が
、
自
分
の
疎
外
感
に
た
ま
ら
ず

起
こ
し
た
よ
う
で
す
。
後

の
事
件

は
、
父
親
が
引
き
こ
も
り
の
息
子
が

他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
た
り
す
る

の
が
心
配
の
あ
ま
り
の
こ
と
の
よ

う
で
す
。
両
方
と
も
引
き
こ
も
り
の

状
態

（病
態
）
が
原
因
の
よ
う
で
す
。 

こ
れ
ら
は
や
は
り
幼
小
時
か
ら
の

教
育
の
環
境
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
教
育
体
制

（理
念
）
が
し
っ 

 

か
り
と
し
て
い
な
い
た
め
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
も
ゆ
と
り

の
教
育
と
か
又
、
働
き
方
改
革
と

か
、
ウ
ケ
を
ね
ら

っ
た
政
策
ば
か
り

で
人
気
取
り
を
し
て
い
た
よ
う
に

み
え
ま
す
。
ゆ
と
り
教
育
が
失
敗
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
の
総
括
も
さ
れ
ず
に

誰
の
責
任
な
の
か
も
分
か
ら
ず
に

平
気
で
過
ご
し
て
き
た
責
任
は
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

戦
後
か
ら
昭
和
の
時
代
は
国
民

全
員
が
国
を
思
い
、
お
互
い
の
幸
せ

を
求
め
て
努
力
し
て
き
た
と
思

い

ま
す
。
そ
れ
を
借
金
ば
か
り
し
て
、 

国
民
の
機
嫌
を
取

っ
て
い
る
政
策

を
打
ち
出
す
ば
か
り
で
、
国
民
自
身

の
体
力

（や
精
神
力
）
を
弱
め
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
教
育

と
は
知
識
ば
か
り
を
教
え
る
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の

生
き
方
を
植
え
付
け
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
、
今
の
世
の
中
の
在
り
方
を
い
か

が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胸
水
貯
留
の
原
因
が
肺
以
外
の
場
合
に
は
、

原
因
と
な
る
病
気
の
治
療
を
行
な
い
ま
す
。 

肺
が
ん
や
胸
膜
中
皮
腫
の
場
合
に
は
、
抗
が

ん
剤
に
よ
る
治
療
を
行
な
い
ま
す
が
、
貯
ま
っ

た
胸
水
が
大
量
で
あ
る
場
合
は
、
ド
レ
ー
ン
と

い
う
管
を
胸
壁
か
ら
挿
入
し
て
、
胸
水
を
持
続

的
に
抜
き
ま
す
。 

ま
た
、
難
治
性
で
繰
り
返
し
胸
水
が
た
ま
る

場
合
、
ド
レ
ー
ン
か
ら
２
枚
の
胸
膜
を
癒
着
さ

せ
る
薬
剤
を
注
入
す
る
胸
膜
癒
着
術
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【肺
炎
に
よ
る
胸
水
】 

 

肺
炎
に
よ
っ
て
胸
水
が
た
ま

っ
て
い
る
場

合
、
抗
菌
薬
の
静
脈
内
投
与
が
必
要
で
す
。
医

師
は
通
常
、
胸
水
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
て
、

検
査
に
送
り
ま
す
。
膿
が
た
ま
っ
て
い
た
り
、

胸
水
に
あ
る
種
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、

一
般
に
胸
腔
ド
レ
ー
ン
に
よ
り
胸
水
を
抜
き

取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【が
ん
に
よ
る
胸
水
】 

 

胸
膜
の
が
ん
に
よ
っ
て
胸
水
が
た
ま

っ
て

い
る
場
合
は
、
胸
水
を
抜
き
取
っ
て
も
ま
た
す

ぐ
に
た
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
治

療
が
困
難
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

胸
水
を
抜
き
取

っ
て
抗
腫
瘍
薬
を
投
与
す

る
こ
と
で
、
液
体
が
再
び
た
ま
ら
な
い
よ
う
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

胸
水
と
は 

肺
は
、
胸
壁
に
囲
ま
れ
た
胸
腔
内
に
存
在

し
、
肺
の
外
側
は
胸
膜
と
い
う
薄
い
膜
で
覆
わ

れ
て
い
ま
す
。 

胸
膜
は
胸
壁
側

（壁
側
胸
膜
）
と
肺
を
覆

っ

て
い
る
胸
膜

（臓
側
胸
膜
）
の
２
枚
か
ら
成
り
、

こ
の
間
に
た
ま
っ
た
液
体
が

「胸
水
」
で
す
。

正
常
で
も
少
量
程
存
在
し
、
胸
膜
が
こ
す
れ
な

い
様
に
潤
滑
液
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。 

胸
水
は
、
壁
側
胸
膜
か
ら
産
生
さ
れ
、
臓
側

胸
膜
か
ら
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の

量
を
保
っ
て
い
ま
す
が
、
何
ら
か
の
原
因
で
こ

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
胸
水
が
貯
ま
っ
て

き
ま
す
。 

 

 

胸
水
に
は
、
主
に
胸
膜
の
炎
症
や
癌
な
ど
に

よ
る
滲
出
性

（し
ん
し
ゅ
つ
せ
い
）
胸
水
と
非

炎
症
性
の
漏
出
性

（ろ
う
し
ゅ
つ
せ
い
）
胸
水

の
２
種
類
あ
り
ま
す
。 

【滲
出
性
胸
水
】 

滲
出
性
胸
水
の
原
因
と
し
て
は
、
感
染

（細

菌
、
結
核
な
ど
）
、
肺
が
ん
や
胸
膜
に
発
生
す

る
悪
性
中
皮
腫
と
い
っ
た
腫
瘍
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
な
ど
の
膠
原
病
な
ど
に
よ
る
胸
膜
炎
が
あ

り
ま
す
。
通
常
は
片
側
性
で
、
悪
性
の
場
合
は

血
性
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。 

【漏
出
性
胸
水
】 

漏
出
性
胸
水
は
、
心
不
全
、
肝
硬
変
、
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
、
腎
不
全
な
ど
で
み
ら
れ
、
肺

の
病
気
以
外
が
原
因
の
こ
と
が
多
く
、
通
常
は

両
側
に
見
ら
れ
淡
黄
色
透
明
で
す
。 

○
胸
腔
内
に
血
液
が
た
ま
る
状
態 

 

胸
腔
内
に
血
液
が
た
ま
る
状
態

（血
胸
）
は
、

一
般
に
胸
部
外
傷
の
結
果
と
し
て
生
じ
ま
す
。

ま
れ
に
、
外
傷
が
な
く
て
も
、
血
管
が
破
裂
し

て
胸
腔
内

へ
出
血
し
た 

り
、
大
動
脈
の
一
部
が 

膨
ら
ん
だ
部
分

（大
動 

脈
瘤
）
か
ら
漏
れ
出
し 

た
血
液
が
胸
腔
内
に
入 

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ 

り
ま
す
。 

 

 

津村
つ む ら

 園
その

枝
え

（介護） 

今年の 3 月より病棟で勤務させて頂いております津村園枝と申します。 

常に学ぶ心を忘れず、向上心を持ち、より良い介護提供ができたらと考えてい

ます。 

また、患者様の目線に合わせ話を聞き、患者様だけでなくご家族の声にも耳を

傾けて話を聞くことを大切に 1 人 1 人寄り添った介護ができたらと思っています。 

初心を忘れず、より良い介護ができるよう、日々学んでいきたいと思います。 

今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

西岡
にしおか

 孝
たか

美
み

（看護師） 

今年の４月から病棟で勤務させていただいております西岡孝美です。 

看護の経験は浅くわからない点も多々出てくると思いますが、わからない不安

なまま患者様に接するのではなく、先輩に相談し、安全・安心な看護を行ってい

きたいと思います。また、笑顔を忘れず接したいと思います。 

今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

治
療 

症
状
と
診
断 

【症
状
】 

 

胸
の
違
和
感
や
咳
、
そ 

し
て
、
胸
水
の
量
が
増
え 

る
と
息
苦
し
さ
を
感
じ
る 

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

壁
側
胸
膜
に
は
知
覚
神 

経
が
存
在
す
る
た
め
、
痛 

み
を
感
じ
る
事
が
あ
り
ま 

す
。
少
量
の
場
合
や
貯
留 

速
度
が
遅
い
場
合
は
、
無
症
状
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
心
不
全
な
ど
で
は
、
足
の
む
く
み
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

【診
断
】 

 

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
及
び
血
液
検
査
を
行
な
い
、

胸
水
が
貯
ま
っ
て
い
る
部
位
を
超
音
波
で
確

認
し
て
、
そ
の
部
分
に
注
射
針
を
刺
し
て
胸
水

を
採
取
し
ま
す
。 

細
菌
検
査
や
悪
性
細
胞
の
検
査

（細
胞
診
）

を
す
る
こ
と
で
原
因 

が
わ
か
る
こ
と
が
あ 

り
ま
す
が
、
わ
か
ら 

な
い
場
合
に
は
、
入 

院
し
て
胸
腔
鏡
で
胸 

膜
の
表
面
を
直
接
観 

察
し
、
病
変
の
生
検 

で
診
断
が
つ
く
こ
と 

も
あ
り
ま
す
。 

原
因 

 

 

   
 

ネバネバ効果で快便効果 UP！大腸がん予防に『オクラ』 
 

給食 

オクラと豆腐の簡単 

【作り方】 

1.長ネギは小口切りにし、流水でもんでさらす 

２.オクラを１㎝くらいの厚さに切り、沸騰したお湯で２分弱茹でる 

茹であがったら、ザルにあげ水にさっと通す 

3.ボウルに水にさらした長ネギ、茹でたオクラ、絹豆腐、かつお節、

めんつゆを入れ、ざっくりと味が馴染むように混ぜたら完成です♪ 

●●● 

●●● 

【材料】（２人分） 

オクラ・・・５本、絹豆腐・・・半丁、長ネギ・・・１/４本、かつお節・・・小パック１袋、めんつゆ・・・小さじ２ 

 

ヘルシーおつまみ 

【美味しいオクラの選び方】 

全体がうぶ毛に覆われていて、７～８cm のサイズのものを選びまし

ょう。育ちすぎると種が詰まって食感が固くなります。ヘタの切り口

が変色しているものは鮮度が落ちているので避けましょう。 


